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ここ
のの
夏夏
、、
ああ
れれ
程程
まま
でで
にに
空空
でで
カカ

ンン
カカ
ンン
威威
張張
りり
続続
けけ
てて
いい
たた
おお
日日

様様
もも
、、
今今
でで
はは
いい
つつ
のの
間間
にに
やや
らら
西西

のの
空空
。。
何何
だだ
かか
夜夜
がが
随随
分分
とと
早早
くく
にに

やや
っっ
てて
くく
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。

夜夜
がが
早早
くく
やや
っっ
てて
くく
るる
とと
、、
一一
日日
がが

早早
くく
過過
ぎぎ
行行
くく
よよ
うう
にに
感感
じじ
るる
もも

のの
でで
、、
一一
人人
、、
まま
たた
一一
人人
とと
、、
指指
をを

折折
っっ
てて
数数
ええ
てて
はは
「「
ああ
ぁぁ
、、
やや  

ばば
いい
。。
ああ
とと
○○
日日
やや
。。
」」
とと
いい
うう  

人人
がが
出出
てて
きき
まま
すす
。。
時時
間間
がが
気気
にに  

なな
っっ
てて
しし
まま
うう
とと
思思
うう
のの
でで
すす  

がが
、、
焦焦
っっ
てて
キキ
ョョ
ロロ
キキ
ョョ
ロロ
とと
落落
ちち

着着
かか
ずず
にに
勉勉
強強
をを
すす
るる
よよ
りり
もも
、、

「「
一一
期期
一一
会会
」」
のの
心心
持持
ちち
でで
、、
「「
分分

かか
らら
なな
かか
っっ
たた
もも
のの
をを
体体
にに
丁丁
寧寧

にに
吸吸
収収
すす
るる
」」
とと
いい
うう
よよ
うう
にに
一一
つつ

一一
つつ
をを
大大
事事
にに
取取
りり
組組
んん
だだ
方方
がが

素素
直直
にに
伸伸
びび
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。
タタ
タタ

タタ
タタ
♪♪  

じじ
ゃゃ
なな
くく
てて
タタ
ンン
タタ
ンン

タタ
ンン
♪♪
。。
急急
ぎぎ
たた
いい
時時
ここ
そそ
ゆゆ
っっ
たた

りり
とと
。。  

  

中中
学学
生生
のの
勉勉
強強
っっ
てて
・・
・・
・・
。。  

  

今今
年年
のの
塾塾
通通
信信
をを
読読
みみ
返返
しし
てて

みみ
てて
、、
中中
学学
生生
のの
内内
容容
がが
少少
なな
いい
よよ

うう
なな
のの
でで
、、
今今
号号
はは
中中
学学
生生
にに
向向
けけ

書書
いい
てて
みみ
よよ
うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

とと
ここ
ろろ
でで
、、
何何
でで
英英
語語
・・
数数
学学
・・

国国
語語
・・
理理
科科
・・
社社
会会
とと
いい
うう
教教
科科
をを

中中
学学
でで
勉勉
強強
しし
てて
いい
るる
のの
でで
しし
ょょ

うう
？？  

誰誰
かか
がが
みみ
んん
なな
をを
苦苦
しし
めめ

るる
たた
めめ
だだ
けけ
にに
ここ
んん
なな
教教
科科
をを
作作  

っっ
たた
のの
でで
しし
ょょ  

うう
かか
？？
違違
いい
まま

そそ
れれ
をを
乗乗
りり
越越
ええ
らら
れれ
るる
力力
にに
つつ

なな
がが
りり
まま
すす
。。
だだ
かか
らら
、、
数数
学学
をを
勉勉

強強
すす
るる
時時
はは
、、
とと
にに
かか
くく
自自
分分
のの
手手

をを
使使
っっ
てて
、、
体体
をを
使使
っっ
てて
、、
頭頭
をを
捻捻

っっ
てて
、、
書書
いい
てて
書書
いい
てて
、、
考考
ええ
なな
がが

らら
学学
習習
すす
るる
のの
がが
大大
事事
なな
のの
でで
すす
。。  

国国
語語
はは
、、
日日
本本
語語
なな
のの
でで
「「
何何
でで

わわ
ざざ
わわ
ざざ
勉勉
強強
せせ
んん
とと
いい
かか
んん

のの
？？
」」
とと
思思
っっ
てて
いい
るる
人人
もも
いい
るる
のの

でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
文文
字字
をを
読読

むむ
、、
とと
かか
、、
人人
とと
会会
話話
すす
るる
程程
度度
なな

らら
ばば
、、
特特
別別
にに
勉勉
強強
すす
るる
必必
要要
はは
無無

ささ
そそ
うう
にに
もも
感感
じじ
まま
すす
がが
、、
困困
っっ
たた

ここ
とと
にに
、、
きき
ちち
んん
とと
相相
手手
にに
自自
分分
のの

考考
ええ
をを
伝伝
ええ
たた
りり
、、
相相
手手
のの
考考
ええ
てて

るる
ここ
とと
をを
理理
解解
しし
たた
りり
すす
るる
ここ
とと

はは
なな
かか
なな
かか
簡簡
単単
にに
はは
いい
きき
まま
せせ

んん
。。
やや
はは
りり
、、
国国
語語
をを
勉勉
強強
しし
てて
おお

かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
とと
思思
いい
まま  

すす
。。
当当
塾塾
、、
英英
数数
塾塾
でで
はは
ああ
りり
まま  

すす
がが
、、
ここ
のの
国国
語語
をを
とと
てて
もも
重重
要要  

視視
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。
究究
極極
のの  

とと
ここ
ろろ
、、
英英
語語
がが
伸伸
びび
るる
かか
どど
うう
かか

のの
大大
きき
なな
部部
分分
がが
国国
語語
にに
かか
かか
っっ

てて
いい
まま
すす
。。
数数
学学
にに
おお
いい
てて
もも
、、
計計

算算
力力
やや
考考
ええ
るる
力力
はは
ああ
っっ
てて
もも
、、
問問

題題
をを
読読
みみ
取取
るる
力力
がが
不不
足足
しし
てて
いい

るる
たた
めめ
にに
得得
点点
がが
伸伸
びび
悩悩
むむ
とと
いい

うう
人人
もも
少少
なな
かか
らら
ずず
おお
りり
、、
やや
はは
りり

国国
語語
がが
大大
切切
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
物物

事事
をを
考考
ええ
るる
基基
のの
部部
分分
がが
国国
語語
だだ  

とと
思思
いい
まま
すす
。。
「「
考考
ええ
なな
がが
らら
読読  

むむ
」」
とと
いい
うう
ここ
とと
をを
特特
にに
大大
切切
にに

しし
てて
、、
国国
語語
をを
大大
切切
にに
考考
ええ
てて
欲欲
しし

いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

そそ
しし
てて
、、
理理
科科
。。
自自
然然
のの
理理
屈屈
をを  

学学
ぶぶ
上上
でで
はは
とと
てて
もも
大大
事事  

なな
もも
のの
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
身身
のの
回回

りり
にに
ああ
るる
もも
のの
がが
、、
そそ
のの
まま
まま
教教
材材

にに
なな
りり
まま
すす
。。
だだ
かか
らら
、、
分分
かか
るる
よよ

いい
るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
けけ
れれ
どど
、、
みみ  

んん
なな
をを
もも
っっ
とと
「「
考考
ええ
ささ
せせ  

よよ
うう
」」
っっ
てて
ここ
とと
でで
、、
取取
りり  

巻巻
くく
環環
境境
もも
変変
わわ
っっ
てて
きき
てて
いい  

まま
すす
。。
はは
っっ
きき
りり
言言
っっ
てて
しし
まま
ええ
ばば
、、

そそ
れれ
はは
、、
苦苦
手手
なな
人人
がが
多多
いい
数数
学学
やや
理理

科科
でで
すす
。。
ちち
ゃゃ
んん
とと
本本
質質
のの
とと  

ここ
ろろ
にに
ああ
るる
意意
味味
をを
知知
らら
なな
いい
とと
、、  

答答
ええ
らら
れれ
なな
いい
とと
いい
うう
よよ
うう
なな
「「
考考  

ええ
ささ
せせ
るる
」」
問問
題題
がが
、、
ここ
れれ
かか
らら
、、
どど

んん
どど
んん
増増
ええ
てて
いい
くく
とと
思思
いい
まま
すす
。。
だだ

かか
らら
、、
今今
まま
でで
通通
りり
にに
のの
んん
びび
りり
とと
、、  

っっ
てて
訳訳
にに
もも
いい
かか
なな
くく
なな
っっ
てて
きき  

てて
いい
まま
すす
。。  

言言
わわ
れれ
たた
ここ
とと
をを
やや
るる
だだ
けけ
とと
かか
、、

意意
味味
もも
分分
かか
らら
ずず
たた
だだ
覚覚
ええ
るる
だだ
けけ

っっ
てて
勉勉
強強
はは
、、
間間
違違
ええ
じじ
ゃゃ
なな
いい
んん
だだ

ろろ
うう
けけ
どど
、、
正正
しし
くく
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。

ここ
れれ
かか
らら
先先
、、
大大
きき
くく
成成
長長
すす
るる
にに

もも
、、
現現
実実
的的
にに
増増
ええ
てて
くく
るる
「「
考考
ええ
ささ

せせ
るる
問問
題題
」」
にに
対対
応応
すす
るる
にに
もも
、、
強強
いい

勉勉
強強
がが
大大
事事
でで
すす
。。
受受
けけ
身身
でで
勉勉
強強
すす

るる
んん
じじ
ゃゃ
なな
くく
てて
、、
自自
分分
かか
らら
、、
体体
やや

頭頭
をを
せせ
っっ
せせ
とと
動動
かか
しし
なな
がが
らら
、、
強強
いい

勉勉
強強
をを
身身
にに
つつ
けけ
てて
下下
ささ
いい
。。  

 

 

中中
学学
生生
のの
今今
、、  

やや
っっ
てて
おお
くく
べべ
きき
勉勉
強強
がが
ああ
るる
。。  

申申込込締締切切日日  １１１１月月３３日日（（水水））    受受験験料料  ３３，，２２００００円円    

受受験験希希望望者者はは、、別別紙紙実実施施要要項項をを確確認認のの上上、、  

申申込込締締切切日日ままででにに受受験験料料をを添添ええてて、、申申しし込込んんででくくだだささいい。。  

申申込込みみ後後、、受受験験カカーードドをを渡渡ししまますす。。  

※※  締締切切後後のの変変更更・・キキャャンンセセルルははででききまませせんん。。  

 

 

苦苦
手手
なな
人人
もも
いい
るる
とと
はは
思思
いい
まま

すす
がが
、、
そそ
ここ
をを
何何
とと
かか
頑頑
張張
っっ
てて
、、

今今
のの
うう
ちち
にに
、、
繰繰
りり
返返
しし
繰繰
りり
返返

しし
、、
何何
度度
もも
何何
度度
もも
、、
体体
でで
覚覚
ええ
るる

くく
らら
いい
にに
勉勉
強強
しし
てて
おお
くく
ここ
とと
がが

大大
切切
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

  

数数
学学
はは
担担
当当
のの
綾綾
美美
先先
生生
かか
らら
。。

数数
学学
はは
ずず
ばば
りり
考考
ええ
るる
力力
をを
つつ
けけ

るる
教教
科科
でで
すす
。。
難難
しし
いい
計計
算算
やや
図図
形形

のの
問問
題題
、、
証証
明明
なな
どど
、、
ここ
れれ
らら
をを
勉勉

強強
しし
たた
とと
ここ
ろろ
でで
、、
将将
来来
そそ
れれ
をを
使使

うう
時時
がが
くく
るる
のの
？？
四四
則則
計計
算算
ささ
ええ

でで
きき
れれ
ばば
何何
とと
かか
なな
るる
のの
でで
はは
？？

とと
思思
っっ
てて
いい
るる
人人
もも
いい
るる
かか
もも
しし

れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
数数
学学
をを
勉勉
強強
すす
るる
ここ

とと
でで
身身
にに
付付
くく
ここ
とと
、、
色色
々々
なな
角角
度度

かか
らら
もも
のの
をを
見見
たた
りり
、、
筋筋
道道
をを
立立
てて

てて
考考
ええ
たた
りり
すす
るる
力力
、、
少少
しし
難難
しし
くく

言言
うう
とと
論論
理理
的的
なな
思思
考考
力力
とと
いい
うう

もも
のの
はは
、、
必必
ずず
将将
来来
、、
みみ
んん
なな
をを  

助助
けけ
てて
くく  

れれ
まま
すす
。。
ここ  

れれ
がが
ダダ
メメ  

なな
らら
ここ
れれ  

でで
はは
どど
うう  

かか
とと
、、
壁壁
にに
ぶぶ
つつ  

かか
っっ
てて
もも
自自  

分分
でで
考考
ええ
てて
、、

すす
よよ
ねね
。。
何何
かか
訳訳
がが
ああ
るる
はは  

ずず
でで
すす
。。
個個
人人
的的
なな
考考
ええ
でで
ああ  

るる
ここ
とと
はは
おお
断断
りり
いい
たた
しし
まま
すす
がが
、、

思思
うう
とと
ここ
ろろ
をを
書書
いい
てて
みみ
よよ
うう
とと

思思
いい
まま
すす
。。  

まま
ずず
、、
英英
語語
。。
英英
語語
はは
日日
本本
語語
とと

はは
全全
くく
違違
うう
言言
語語
でで
すす
。。
そそ
れれ
だだ
けけ

にに
、、
そそ
れれ
をを
使使
いい
ここ
なな
せせ
るる
よよ
うう
にに

なな
るる
にに
はは
、、
基基
本本
的的
なな
ここ
とと
をを
体体
でで

覚覚
ええ
てて
おお
かか
なな
いい
とと
いい
けけ
まま
せせ
んん
。。

言言
葉葉
をを
覚覚
ええ
始始
めめ
たた
幼幼
いい
頃頃
、、
一一
つつ

一一
つつ
体体
でで
覚覚
ええ
てて
いい
っっ
たた
よよ
うう
にに
、、

英英
語語
もも
初初
めめ
てて
習習
うう
言言
葉葉
なな
のの
だだ

かか
らら
、、
幼幼
いい
頃頃
とと
同同
じじ
様様
にに
、、
一一
つつ

一一
つつ
体体
でで
覚覚
ええ
てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば

なな
らら
なな
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
基基
本本

的的
なな
もも
のの
にに
ああ
たた
るる
のの
がが
中中
学学
でで

習習
うう
英英
語語
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
体体
でで
覚覚

ええ
てて
いい
くく
にに
はは
何何
度度
もも
何何
度度
もも
、、
繰繰

りり
返返
しし
繰繰
りり
返返
しし
、、
根根
気気
良良
くく
勉勉
強強

しし
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
必必
要要
でで
すす
。。
最最
近近

でで
はは
、、
日日
本本
のの
大大
きき
なな
会会
社社
のの
中中
にに

もも
「「
会会
社社
のの
中中
でで
話話
すす
言言
葉葉
をを
英英
語語

にに
しし
よよ
うう
」」
とと
いい
うう
とと
ここ
ろろ
がが
出出
始始

めめ
てて
いい
まま
すす
。。
今今
後後
、、
英英
語語
のの
必必
要要

性性
はは
増増
ええ
るる
ここ
とと
はは
ああ
っっ
てて
もも
、、  

減減
るる
ここ
とと
はは
無無
ささ
そそ
うう
でで
すす
。。
だだ  

かか
らら
、、
基基
本本
とと
なな
るる
中中  

学学
のの
英英
語語
はは
、、  

君たちの可能性は無限大！！『わからないことがわかった！』 
『できなかったことができるようになった』それが少しずつ積み重な

って、大きな夢が実現できます。『わかった』と『できた』をたく 
さん経験すれば勉強が楽しくなってきます。その学習 

習慣を今から一緒に身につけていきましょう！！ 
お問い合わせは坂本教室まで！

うう
にに
なな
るる  

とと
非非
常常
にに
楽楽
しし
いい
。。  

理理
科科
をを
、、
たた
だだ
単単
にに
、、  

テテ
スス
トト
のの
たた
めめ
だだ
とと
考考
ええ  

るる
とと
、、
何何
のの
たた
めめ
にに
勉勉
強強
しし
てて  

いい
るる
んん
だだ
かか
分分
かか
らら
なな
くく
なな  

っっ
たた
りり
すす
るる
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、  

ちち
ょょ
っっ
とと
目目
先先
をを
変変
ええ
るる
だだ
けけ
でで
、、
随随

分分
とと
見見
方方
もも
変変
わわ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。
教教

科科
書書
でで
習習
っっ
たた
ここ
とと
がが
、、
目目
のの
前前
のの
もも

のの
とと
繋繋
がが
るる
とと
、、
楽楽
しし
いい
とと
思思
いい
まま  

すす
。。  

社社
会会
はは
、、
覚覚
ええ
るる
ここ
とと
がが
圧圧
倒倒
的的  

にに
多多
くく
てて
、、
「「
暗暗
記記
教教
科科
」」
とと
呼呼  

ばば
れれ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
世世

のの
中中
のの
ここ
とと
をを
知知
るる
のの
にに
とと
てて
もも
大大

切切
なな
知知
識識
がが
ゴゴ
ッッ
ソソ
リリ
とと
詰詰
まま
っっ
てて

おお
りり
まま
すす
。。
大大
人人
がが
見見
てて
もも
参参
考考
にに
なな

るる
もも
のの
ばば
かか
りり
でで
すす
。。
過過
去去
かか
らら
今今
まま

でで
がが
どど
うう
だだ
っっ
たた
かか
、、
今今
はは
どど
んん
なな
のの

かか
、、
そそ
しし
てて
どど
んん
なな
仕仕
組組
みみ
でで
世世  

のの
中中
がが
動動
いい
てて
いい
るる
のの
かか
をを
勉勉  

強強
しし
てて
いい
まま
すす
。。
どど
うう
しし
てて
もも
知知  

っっ
てて
おお
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
ここ
とと

がが
盛盛
りり
だだ
くく
ささ
んん
だだ
しし
、、
深深
めめ
れれ
ばば
どど

ここ
まま
でで
もも
深深
くく
勉勉
強強
でで
きき
るる
とと
てて
もも

有有
意意
義義
なな
教教
科科
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

「「
今今
やや
っっ
てて
るる
ここ
とと
っっ
てて
凄凄
くく
重重

要要
なな
意意
味味
をを
持持
っっ
てて
るる
んん
だだ
！！
」」
とと
いい

うう
ここ
とと
をを
伝伝
ええ
たた
くく
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの

教教
科科
をを
勉勉
強強
すす
るる
意意
味味
とと
思思
わわ
れれ
るる  

ここ
とと
をを
書書
きき
まま
しし
たた
がが
、、
ささ
てて
、、  

うう
まま
くく
伝伝
わわ
っっ
たた
かか
どど
うう
だだ

かか
・・
・・
・・
。。  

中中
学学
とと
いい
うう
時時
期期
はは
、、
ここ
れれ
かか
らら
将将

来来
にに
向向
けけ
てて
のの
、、
いい
ろろ
んん
なな
力力
のの
源源
泉泉

とと
なな
りり
まま
すす
。。
長長
いい
人人
生生
のの
中中
でで
もも
、、

今今
がが
一一
番番
大大
切切
なな
三三
年年
間間
だだ
とと
思思
いい

まま
すす
。。
みみ
んん
なな
、、
とと
てて
もも
良良
くく
頑頑
張張
っっ

てて
いい
るる
のの
でで
、、
わわ
ざざ
わわ
ざざ
今今
、、
ここ
んん
なな

ここ
とと
言言
っっ
てて
おお
かか
なな
くく
てて
もも
、、
大大
きき
くく

なな
るる
にに
つつ
れれ
てて
分分
かか
っっ
てて
いい
くく
のの
だだ

ろろ
うう
とと
もも
思思
いい
まま
すす
がが
、、
もも
っっ
とと
もも
っっ

とと
ずず
っっ
とと
先先
でで
、、
ささ
らら
にに
大大
きき
くく
育育
つつ

にに
はは
、、
今今
以以
上上
にに
、、
今今
やや
っっ
てて
るる
ここ
とと  

のの
意意
味味
をを
深深
くく
理理
解解
しし
てて
、、
本本
当当  

にに
正正
しし
いい
やや
りり
方方
、、
取取
りり
組組  

みみ
方方
をを
身身
にに
付付
けけ
てて
おお
くく
ここ  

とと
がが
大大
事事
だだ
ろろ
うう
とと
思思
いい
まま

すす
。。  実実

はは
、、
みみ
んん
なな
もも
少少
しし
はは
気気
づづ
いい
てて

おお迎迎ええ時時のの車車のの混混雑雑ににつついいてて、、保保護護者者のの皆皆様様ににごご理理

解解ととごご協協力力ををおお願願いい致致ししまますす。。おお迎迎ええのの際際ににはは、、駐駐

車車場場内内ででのの安安全全走走行行、、エエンンジジンン停停止止ににごご協協力力いいたただだ

くくととととももにに、、ごご近近所所出出入入口口ななどどででのの路路上上待待機機、、  

他他のの駐駐車車場場のの無無断断使使用用ななどどはは  

ごご遠遠慮慮いいたただだききまますすよようう、、重重ねねてて  

おお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

 

 

 

 


